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     Ⅰ 令 和 ７ 年  新 春 会 員 交 流 会 

             日時：令和７年 1 月９日（木） 17：00～19：00 

             場所：神戸三宮東急 REI ホテル 

 

【会 長 挨 拶】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年明けましておめでとうございます。新年の

ご挨拶を謹んで申し上げます。 

皆様におかれましては、旧年中は当会の運営に

ご理解とご協力をいただき、心より御礼申し上げ

ます。 

令和 7 年 2025 年の新年は、初日の出を拝むこ

とができる好天に恵まれ、お正月を健やかに迎え

られたこととお慶び申し上げます。昨年は不安な

年の始まりでしたが、今年は年末年始で 9 連休の

方も多く、ゆっくりと穏やかに正月を過ごされた

かと思います。 

そういった中、本日は仕事始め早々にもかかわ

らず、また、この冬一番の寒波到来の中、兵庫県

建築会会員並びに関係者がこのように多数ご参加

いただき、心より感謝申し上げます。そして、お

忙しい中、ご来賓として兵庫県からは服部副知事

様を始め、幹部職員の皆さま、神戸市からは建築

住宅局の小川副局長様にご出席いただきました。

また、友好団体からも多数ご出席いただき、改め

て心から御礼申し上げます。有難うございまし

た。 

 

 

 

 

 

さて、今年は巳年であります。「蛇は脱皮して

殻を破ることから、巳年は復活と再生の年」とさ 

れます。 

そして、本年 1 月 17 日には、阪神・淡路大震

災から 30 年の節目を迎え、改めて震災を振り返

り、我々建築関係者の経験と教訓を次の世代につ

なぐ年であります。そして、4 月 13 日からは楽

しみな「大阪・関西万博 2025」が半年間にわた

り開催されます。神戸空港での国際チャーター便

の運用も始まることから、世界中から兵庫県にも

沢山の人や物が集まることと思います。これらの

ことを契機として、兵庫県の安定と成長を期する

重要な年になると思います。まさしく蛇が皮を脱

ぎ捨て、新しい姿へと生まれ変わるように、地域

社会も生まれ変われるチャンスが巡ってきまし

た。このことは、これまでの努力が実り、目標達

成へと近づき、そして、次のステップに向かって

果敢に挑戦する年であると考えます。 

巳年のエネルギーを最大限に活かし、より豊か

な一年にしていきましょう。 

そして、当会の発展成長が地域社会にも良き影

響を与えることと信じております。当会の活動を

盛り上げるためにも、月例会の講師の選定や視察

研修会の充実など、役員一同、精一杯取り組んで

まいります。 

結びといたしまして、本年も皆様からのご理解

とご支援をお願い申し上げ、本日ご参集の皆々様

の益々のご隆盛とご健勝を心からご祈念申し上

げ、新年のご挨拶とします。本年もどうぞよろし

くお願い申し上げます。 
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【来 賓 挨 拶】 

 
（兵庫県 服部副知事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆様、新年おめでとうございます。兵庫県

副知事の服部でございます。本日は、令和７

年の兵庫県建築会の新春会員交流会が多くの

皆様ご参加のもと、このように盛大に開催さ

れますことを心よりお慶び申し上げます。山

本会長をはじめ、建築会の皆様におかれまし

ては日ごろより本県のまちづくり、建築行政

の推進に格別なるご理解、ご協力を賜ってお

りますことを、この場を借りて御礼申し上げ

ます。 

そして、本日は令和６年秋の叙勲や国土交

通大臣表彰、そして兵庫県功労者表彰を受賞

されました４名の皆様、このたびの受賞、誠

におめでとうございます。長年にわたる建築

業界全体の発展に対するご尽力、ご貢献に改

めて心よりの敬意を表します。 

さて、今年は阪神・淡路大震災から３０年

という大切な節目を迎えます。死者 6,400 名

余り、そして住宅被害が約６４万棟という大

変甚大な被害でありました。ご参集の会員企

業の皆様におかれましても、自ら被災される

中、復旧・復興の過程において様々な形、

様々な場面でご尽力、ご貢献をいただいたこ

とと思います。改めまして感謝を申し上げま

す。    

１月１７日には天皇皇后両陛下ご臨席のも

と、１．１７の集いを開催いたしまして、犠

牲となられた多くの御霊を追悼いたしますと

ともに、全国から寄せられた温かいご支援に

対する感謝を申し上げ、そして復旧・復興の

過程を通して培われた創造的復興の教訓と経

験を次の世代へしっかりとつないでまいりた

いと思っております。 

私たちはあの地震で、地震大国である我が

国において、建築物の耐震・制震・免震技術

がいかに大切であるかということを痛感いた

しました。昨年１月には能登半島地震が発生

し、また８月には初めての南海トラフ地震臨

時情報が発表されるなど、南海トラフ地震等

の大規模地震への備えが急務となっておりま

す。 

耐震性が不足しております県庁舎のあり方

ですが、「防災機能や働き方改革を志向した

コンパクトな新庁舎整備に着手」という大き

な方向性を１２月に開催されました県議会の

県政改革調査特別委員会の中で、当局の改革

案としてお示しをさせていただいたところで

す。今後とも、庁舎そして県営住宅、病院と

いった県有施設の耐震改修や建て替えを計画

的に進めてまいりますとともに、我が家の耐

震改修促進事業をはじめ、県内の住宅や建築

物の耐震化をしっかりと進め、安全・安心な

まちづくりを進めてまいりたいと思っており

ます。 

山本会長をはじめ、建築会の皆様におかれ

ましては、県民の安全・安心を守るために、

長年の経験に裏打ちされた確かな技術力をも

って、安全・安心なまちづくり、災害に強い

まちづくりを牽引していただきたいと思って

おります。 

結びとなりますが、兵庫県建築会の今後ま

すますのご発展とご参集の皆様にとりまして、

今年１年が輝かしい飛躍の年となりますこと

をお祈り申し上げまして、私からのお祝いの

ご挨拶とさせていただきます。本年もどうか

よろしくお願い申し上げます。 
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（神戸市住宅建築局 小川副局長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  新年明けましておめでとうございます。 

神戸市建築住宅局副局長の小川です。本日は、

兵庫県建築会新春会員交流会の開催、誠にお

めでとうございます。また、平素は神戸市政

並びに建築住宅行政の推進にご理解とご協力

を賜りまして、誠にありがとうございます。 

この１月１７日で阪神淡路大震災から３０

年の節目を迎えます。この間神戸市、とりわ

け建築住宅局では住まいの耐震化ですとか、

まちの安全・安心な姿を追い求めて、種々の

施策を講じてまいりました。少し古いデータ

ですが、神戸市内の住宅の９４％余りは新し

い耐震基準、新耐震基準並みの安全性を確保

できているというデータがあります。９４％

としても、残り数パーセントを戸数に換算す

ると、まだ１０万戸前後の住宅が耐震性に不

安のある状態です。この３０年の節目を契機

といたしまして、より一層耐震化の推進に取

組まなければならないという決意を新たにし

ております。 

昨今人口減少が続いていますが、人口減少

社会の中でも、神戸に住みたい、住み続けた

いと皆さんに思っていただけるまちとして発

展を続けるために、建築行政、住宅行政の面

では、建築や住宅のストックの流通促進であ

るとか、質の向上、最近では空き家の活用促

進といった課題に対応することが重要と思い

ます。 

流通促進という面では、例えば郊外団地に

住み代えるとか、親子世帯が近居や同居をさ

れるといったことを後押しするためにこうべ

くらし応援補助金という制度を運用していま

す。後押しになるような施策を講じ、また質

の向上といった面では、分譲マンションの管

理問題、特に神戸では管理状況をきちんと情

報開示するとか、届け出をしていただき、ご

自身のマンションが適正に管理維持されてい

ることで、質の向上につながるかどうかを確

かめていただけるという制度を運用しており

ます。こういった制度も有識者の方の提言な

どを受けて、今後は義務化をするといったこ

との検討を進めてまいりたいと思います。 

また、一方で老朽化して危険な空き家が市

内にたくさんあります。このような老朽危険

家屋の対策としては、弁護士を初めとする特

命チームを今年発足させました。このチーム

で民法上の財産管理制度を活用しまして、所

有者不明空き家を早期に解消させるというこ

とに取組んでいます。それ以外にも、老朽化

して使うあてのない空き家については、所有

者の方にできるだけ早期に解消を図っていた

だくということを目的に、全国で最大規模の

予算を確保して、老朽家屋の解体撤去の補助

金も運用しています。 

一方で、皆様方にも関連のある公共施設の

整備、維持、保全といった分野では、最近の

材料費、人件費の高騰、材料、製品の納入遅

延といったようなことを踏まえて、我々の工

事についてもなかなか入札で応札いただけな

いという事例も出てきています。今後この建

設業界を担う新しい人材をどのように確保し

ていくのかといった点について、工事現場の

週休２日制の徹底、ＩＣＴ技術を活用した業

務の効率化、働き方の改革を進めることが重

要です。 

私ども神戸市で発注する工事について、工

事現場の週休２日制度を完全実施しています

が、このような取り組みを民間分野でどうや

って浸透していくのかを官だけではなくて、

皆様方と連携し効果的な施策を講じる必要が

あるとて考えています。 

最後になりましたけれども、兵庫県建築会

会員の皆様方のますますのご健勝とこの会の

ご発展、ご活躍を祈念して、私のご挨拶とさ

せていただきます。 
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【 乾杯  岡 副会長 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年 2025 年は阪神・淡路大震災から 30 年

を迎える年です。また、日本のラジオ放送が

始まってから 100 年を迎える年でもあります。 

震災当時、各メディアの機能は停止した中

唯一ラジオが果たした様々な情報提供は非常

に頼りになったことを思い返しております。 

ラジオ放送は 100 歳、兵庫県建築会は 78

歳になりますが、当会も更なる 1 ページを刻

んでまいりたいと思っております。 

それでは、令和 7 年一般社団法人兵庫県建

築会新春会員交流会にご参集された方々のご

健康とご活躍を祈念いたしまして、ご唱和く

ださい。乾杯。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【叙勲、褒章受賞者等への記念品贈呈】 

 

◎旭日双光章 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）吉川組 代表取締役社長 吉川壽一 氏 

 

◎黄綬褒章 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）兵庫県建設業協会 会長 三木健義 氏 

 

◎国土交通大臣表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（株）みかた建築事務所 代表取締役 宮本 毅 氏 

 

（その他、本日はご欠席でしたが、（株）淡路土

建代表取締役社長 琴井谷 氏が兵庫県県民功労者

賞を受章されました） 
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【新規加入会員の紹介】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久保田メント工業（株）代表取締役 佐伯 元彦氏 

 

 

 

【中締め  出野上 副会長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本日は皆様新年のお忙しい中、兵庫県建築会新

春会員交流会に多数ご参加いただきまして、誠に

ありがとうございました。 

昨年は能登半島地震に始まり、予期せぬことが

立て続けに起こった年でございました。良いこと

では、メジャーリーグの大谷選手の活躍、パリオ

リンピック、パラリンピックでの日本人選手の活

躍もありました。 

今年も恙なく年が明けたわけですが、巳年とい

うと脱皮を繰り返して成長していく年でもありま

す。新しいことにチャレンジして、大きな成果が

実りますよう、そういったことを願いつつ一本締

めで中締めとさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

【会場風景】 
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 Ⅱ 会員寄稿 

    「わがまちの歴史・西宮鳴尾浜 続編」 

（株）岡工務店 取締役副社長  岡 澄彦 氏 （当会副会長） 

 

 

直前の私の寄稿では惜しまれて閉館したリゾ鳴

尾浜と、武庫川団地に生まれた赤胴車広場につい

て触れました。その後（2023年 11月）、建築会

の見学研修会では、旧甲子園ホテルを見学するこ

とになり、甲子園球場生誕 100年を迎える 2024

年に先立って「阪神間モダニズム」を会で学ぶ機

会となりました。 

 

皆様の多くは、「甲子園阪神パーク」というと

甲子園球場の隣保。つまり現在ららぽーとがある

位置を連想されるでしょう。1950年にできたも

のですが、実は 2代目であって、その前に幻の初

代阪神パークが存在しました。1929年のことで

す（但し当初 3年間は、「甲子園娯楽場」という

名称でした）。 

現在も砂浜が残る甲子園浜は往時、海水浴場と

して賑わっており、水族館と動物園と遊具さらに

は温浴施設「潮湯」も併設したアミューズメント

パークが存在し、そのスケール感から当時「東洋

一の水族館」とうたいました。 

水族館では和歌山から運ばれた鯨を飼育。動物

の放し飼い。当時珍しい電気仕掛けの飛行塔や自

動車を模した遊具と、知育的施設というよりは一

大レジャーランドでした。20世紀初めから実績

のあるニューヨークのコニーアイランドをお手本

にしたとされています。最多では 18000人/日の

来場がありました。もともと甲子園で開かれた博

覧会のパビリオンを有効利用したので「二度おい

しい」ですね。 

西宮七園を形成する甲子園のまさに象徴でした

が戦争が進む 1943年、鳴尾飛行場の滑走路を建

設するために解体の憂き目を見ることになりま

す。幅 100X長さ 1200mの滑走路が 2本エックス

字にクロスする形状の滑走路を設けるためです。

同年、国鉄及び阪神武庫川線が物資運搬及び工場

の従業員輸送のために、鳴尾浜の洲崎まで開業し 

 

 

 

 

ています。なので、初代阪神パークのあった場所

の一帯は、軍需産業であった川西航空機を中心と

した用地として軍に接収されました。接収解除は

1957年まで。その後は払い下げられ、浜甲子園

団地や武庫川女子大の浜甲子園キャンパスが建設

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（梯子状の遺構は阪神パークの遺構でなく、戦

後に設けられた排水溝の跡。東側に西宮市枝川ポ

ンプ場新設によって役目を終えた） 

 

一時閉鎖から 7年後の 1950年。初代のコンセ

プト・動物園と遊園地を忠実に継承する（さすが

に温浴施設は割愛されたが、併設のデラックスプ

ール、スケートリンクは活況）形で皆さんがおな

じみの場所＝甲子園球場の隣に移転して再建され

たのはご存じの通り。最盛期 1973年には年間来

場者 135万人を誇っていました。阪神大震災後、

段階的に規模縮小（住宅展示場と併設）となり相

次ぐ電鉄系遊園地閉園の中で 2003年まで地域、

沿線の人々に親しまれていました。 

 

その面影（特に初代）を残していたのが（阪神

パークを補完するような同施設との並存期間はあ

るけれど）「リゾ鳴尾浜」でした。しかしそれも

2020年に閉館。 
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（遊具・電気自動車の楕円形コースのブロックフ

ェンス残存基礎。後方に水面から突出するのは護

岸跡：長潮の干潮時） 

 

地域型のテーマパークは私たちの心の中にしか

生きていないのでしょうか。甲子園浜には解体か

ら 80年経った今も、干潮のときだけコンクリー

トブロックに見える構造 

物の残骸が姿を現します。何を隠そう、これが初

代阪神パークの遺構です。 

初代阪神パークの遺構と折り重なる形で、滑走

路の痕跡が姿を現します。遊具の飛行塔乗り場の

階段、電気自動車のコースのブロック基礎、併設

「潮湯」のライオンを象った湯口などなど。その

通称ライオン岩は、大潮の干潮時しか探し当てら

れない貴重な存在です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：阪神電鉄。鳴尾から西宮の海岸をコ 

ニーアイランドにするという壮大な計画だった） 

 

大阪湾と空間を共有、海にせり出た水族館。そ

の登場は早すぎたのでしょうか。 

潮干狩りに興じる家族連れの来訪者や海鳥を横

目に、往年の遺構を探し歩くのも一興です。大潮

の干潮ｘ日中ｘ雨天以外且つ仕事休み。なかなか 

条件揃うのが、痕跡といえ自然相手なだけに

「撮り鉄」と違った難しさがあります。 

阪神電車の駅の高架、浜甲子園団地の大規模な

建て替えと変化を遂げた鳴尾地域ですが、現在で

も鳴尾村時代の遺構が残っております。奇跡的に

戦火を逃れた一角も存在します。また、甲子園浜

から六甲山系の稜線を背景にした西宮のまちなみ

は絶景といえるでしょう。 

皆様の身近な場所にも知られていない「遺跡」

があるかもしれません。探して、思いをはせてみ

るのも面白いですよ。 
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◎編集後記      

  

 昨年は新年早々能登半島地震が発生し、大きな

被害をもたらし、未だ復興途上の状況が続いてい

ます。また、今年は阪神・淡路大震災から 30 年

を迎える年になります。 

 30 年前の震災当日、私は明石から自転車で昼

頃に元町の県庁舎に到着しました。その時は何が

起こっているのかわからず、目の前の惨状に呆然

とするばかりだったことを思い出します。そのあ

とは無我夢中で仕事に携わっていました。 

 それから 30 年、毎年 1 月 17 日は自分で何が出

来たのだろうと自問自答しながら、献花に訪れて

います。これからも当時のことなどを忘れずに未

来に目を向けながら、前に進んでいければと思っ

ています。 

 

 さる１月９日に当会恒例の新春会員交流会が開

催されました。 

 今回も服部兵庫県副知事様以下数多くの来賓に 

ご出席して頂きました。お忙しいなか誠にありが

とうございました。 

 

 新春会員交流会が終われば、年度末の事業とな

りますが、会員の皆さまにおかれましても、月例

会等にご出席頂きますようお願いします。 

  

 

 

  

 
事務局 ： 吉本義幸、石井滝実子 

電 話 ： 078－996-2851 

F A X   ：  078－996-2852 

Email  ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

 

        

Ⅲ お  知  ら  せ 
 

◎行事予定 

 
  

１ ２月の月例会 
 

日時：令和 7 年２月６日（木） 

     １２：００～１４：００ 

場所：神戸三宮東急 REI ホテル 

演題：「南海トラフ地震対策について」 

 講師：NPO 法人 防災サポート隊  

理事 林 健児  氏 

 

２ ３月の月例会 

 

日時：令和７年３月６日（木） 

     １２：００～１４：００ 

場所：神戸三宮東急 REI ホテル 

演題：「大阪・関西万博に向けた 

          兵庫県の取組」 

講師：兵庫県万博推進課 

      課長 岸本 健吾 氏 

    

３ 令和６年度第４回理事会 

 

日時：令和６年３月 6 日（木） 

     １4：００～１５：００ 

場所：神戸三宮東急 REI ホテル 

内容：・令和 7 年度事業計画 

   ・令和 7 年度予算 

   ・令和 6 年度財務報告 

   ・その他 

 

４ 令和 6 年度事業監査 

 

日時：令和 7 年 4 月 3 日（水） 

     １３：３０～１４：３０ 

場所：兵庫県建築会事務局 

内容：・令和６年度財務関係監査 

   ・令和 6 年度事業執行状況 

   ・その他 
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  広 報 コ ー ナ ー  

 


